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【予算特別委員会】　
新年度予算の使い方は・・・・・４

【令和７年度予算】　
一般会計77億1300万円・・・・・２

【一般質問】　
廃校後の利活用、人口減少対策、
オンデマンド交通など・・・・・6

　４月８日　県内初の義務教育学校六
戸学園の入学式。
　この日は、新1年生と中学1年生に
あたる新７年生が同時に入学式を迎え、
学園生活がスタートしました。
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令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
の
新
規
事
業
は
、
防

災
行
政
無
線
の
更
新
、
米
沢
地
区
へ
の
防
火
水
槽

の
設
置
、
が
ん
治
療
を
し
て
い
る
方
へ
の
医
療
用

補
正
具
の
購
入
助
成
な
ど
で
す
。

当
初
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算
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り

42・95
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減
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円

六戸学園生海外派遣事業
300万円

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計

と
特
別
会
計
、
企
業
会
計

の
予
算
総
額
は
、
１
１
９

億
９
９
９
１
万
円
で
、
前

年
度
よ
り
32
・
８
％
の
減

で
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。
う
ち
、
一
般
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計

は
77
億
１
３
０
０
万
円
。

　
主
な
要
因
は
、
六
戸
学

園
建
設
事
業
の
減
少
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
と
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
で
の
給
付
費
の
減
少

の
た
め
で
す
。

企業立地奨励金
3500万円

※写真はイメージです

その他、注目事業

子ども医療費助成〈18歳まで対象拡充〉　
2760万円

▶交通安全対策事業
▶柳沢交差点の測量設計
業務
▶六戸学園の外構工事
▶町立図書館建設工事

▶国民スポーツ大会
　実行委員会負担金
▶一般廃棄物（ごみ）処理
基本計画策定業務

通学路が暗く怖い
　学園周辺は街路灯が少なく、
夕暮れ時の帰宅は暗くて怖い
です。
　特に運動公園前の通りは暗
すぎるので、街路灯の設置を
早めにお願いしたいです。

高校生の医療費
　　　　　無償化助かります
　子どもが高校生になってからはすぐに病
院を受診するのではなく、市販薬に頼る感じ
でした。何かしらの疾患があった場合、早期
受診は大事であり、無償化により早期発見の
きっかけになると思います。

苫米地輝空さん
（六戸学園９年生）

山内寿幸さん
（上吉田）

まちの声まちの声

今回のトピックスは万博についてです。万博
トピックス
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令
和
７
年
度
予
算

会 計 名 当初予算額 前年度比

一般会計 77億1300万円 △58億800万円 △42.95％

特
別
会
計

国 民
健 康 保 険 12億3289万円 △5219万円 △4.06％

介 護 保 険 14億2910万円 △1680万円 △1.16%

後期高齢者
医 療 1億6357万円 △372万円 △2.22%

国 民 健 康
保険診療所 3億7133万円 44万円 0.11%

企業
会計 下水道事業 10億9001万円 1972万円 1.84%

合　　計 119億9991万円 △58億6054万円 △32.81%
※企業会計の表記額は、収益的支出と資本的支出の合計額。金額はすべて1万
円未満の金額を切り捨てているので、合計額と一致しません。
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令和７年度　各会計の当初予算額

一般会計 77億1300円の内訳
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　定例会では、町民に密接に関係するさまざまな事項が審議されていて、
どなたでも傍聴できます。町政への知識を深め、町政を身近に感じるため
に、議会を傍聴しませんか？
　次回は６月に開催されます。　　　　　■問　議会事務局　☎55－4547

議会を傍聴しませんか？

繰入金
8億1365万円（10.5％）

分担金及び負担金
　294万円（0.0％）

使用料及び手数料
3965万円（0.5％）

財産収入、寄付金、
繰越金
7402万円（1.0％）

地方交付税
20億5000万円
（26.6％）

国庫支出金
11億8021万円
（15.3％）

県支出金
8億555万円
（10.4％）

町債（借入金）
9億2910万円
（37.2％）

譲与税・交付金
3億7838万円
（4.9％）

諸収入
3808万円（0.5％）

町税
14億139万円
（18.2％）　

歳 入
（入ってくるお金）

歳 出
（支払うお金）

補助費等
12億1266万円
（15.7％）

物件費
15億4325万円
（20.0％）

公債費
4億9596万円
（6.4％）

人件費　
８億6889万円
（11.3％）

その他（維持補修・積立金・貸付金・投資・予備費）
2億3413万円（3.0％）

扶助費
12億7745万円
（16.6％）

災害復旧
事業費
11万円（0.0%）

普通建設事業費
13億7751万円
（17.9％）

繰出金
7億229万円
（9.1％）

財
政
用
語
の

解
　
　
　
説

世界で初めての万博は1851年にロンドンで開催された「第１回ロンドン万国博覧会」で、
産業発展や国威発揚を目的としたものでした。

万博
トピックス



盛田嘉彦委員

QQ 　令和７年度は６億2500万円程度の資金不足に
対し、財政調整基金等から繰入を行っている。こ

のまま推移すれば将来的に予算が不足するのでは。
副町長

AA 　基金は令和６、７年度に基金の戻し入れがあ
るため、最終決算額では大きく減らずに推移す

ると思います。危機的な状況には陥らないよう取り組
んでいきます。

高坂茂委員

QQ 　企業立地奨励金の対象の企業は。

まちづくり推進課長

AA 　令和７年度に金矢工業団地で操業するカーボ
ン繊維のリサイクルを取り扱う工場です。

下田敏美委員

QQ 　ふるさと納税の専属チームをつくり、もっと
積極的に活動しては。

町長

AA 　様々な方法を検討し、積極的にふるさと納税
を進めていきたいと思います。

■令和６年度ふるさと納税寄附受領額　3976万円

盛田嘉彦委員

QQ 　固定資産税の土地の状況については。

税務課長

AA 　固定資産税は、新築家屋が増加していますが、
償却資産の経年減価の影響が大きく、全体では

減額となります。土地については、太陽光発電施設の
建設により山林等が地目変更により雑種地宅地比準と
なるため微増する見込みです。

川村重光委員

QQ 　活動団体と、今後の活動内容は。

まちづくり推進課長

AA 　昨年度は６door’sによるペンキアート事業や、
今熊の里社による今熊神社の参道整備事業、

NPO法人ろくのへ自然塾によるさつき沼ビオトープ
事業、小松ケ丘コミュニティ活性化実行委員会による
コミュニティ活性化事業、商工会青年部によるPR動
画作成事業に使用されました。
　令和７年度では、新たに町特産品を使った商品開発
のコーディネート事業が予定されています。

苫米地繁雄委員

QQ 　がん患者医療用補正具購入助成の内容は。

福祉課長

AA 　がん患者の医療用補正具（ウイッグや乳房補正
具）の購入費用について補助するものです。１人

当たりの上限額３万円として、補正具の２分の１の助
成としています。

まちづくり町民活動支援事業

がん患者医療用補正具購入助成

繰入金の見通し

ふるさと納税

固定資産税

予
算
特
別
委
員
会

長根一男委員

QQ 　特殊勤務手当の内容は。

診療所事務長

AA 　勤務の特殊性に応じて支給されている手当で、
診療所の医師へは給与のほかに、所長は月額75

万円、副所長は55万円が特殊勤務手当として支払われ
ています。

診療所

令和７年５月２日発行　4

　３月定例会の一般会計、特別会計、企業会計の予算を審査する予算特別委員会（山本実委員長）が、
３月４日、５日に開かれ、審査の結果すべて可決となりました。委員から出された質疑を要約して
お知らせいたします。

令和７年度　新年度 の使い方は！？予 算

久田伸一委員

QQ 　将来的に、なかよし会を六戸学園の近くに建
設しては。

町長

AA 　既存の建物の老朽化等もあるため、建て替え
が必要な時期に検討していきたいと思います。

なかよし会

企業立地奨励金

1828年には「国際博覧会条約」が制定され、万博の国際ルールが整備されました。万博
トピックス



高坂茂委員

QQ 　令和７年度から地域移行する、ゴルフ、サッ
カー、バスケットの３種目の指導者報酬費、ま

た部活動補助金とは。
教育課長

AA 　指導者報酬費は、１人１時間1600円で月50時
間程度の年間報酬費です。

　部活動補助金は、部活動の運営費として１団体、年
間固定費３万円に部員１人当たり３千円を支払います。
■部活動への報酬
　部活動指導者報酬　288万円
　部活動補助金　　　270万円

部活動への報酬

高坂茂委員

QQ 　役場庁舎空調設備増設事業、役場庁舎照明器
具ＬＥＤ化事業の内容は。

総務課長

AA 　役場庁舎空調設備増設は二階の事務フロア、
別館の一階と二階、三階第一会議室と第二会議室、

議会事務局、監査委員室へ新たにエアコンを設置しま
す。役場庁舎ＬＥＤ化は、蛍光灯の生産が令和９年９
月末で終了するため、照明を全てＬＥＤにします。

杉山茂夫委員

QQ 　六戸学園の今後の公債費の償還計画は。

企画財政課長

AA 　元金は令和７年から３年は据置きで、令和10
年から22年の償還になります。令和10年から元

金の償還が始まり、２億6000万円程度の一般財源が
必要になります。

六戸学園の建設費　償還計画

長根一男委員

QQ 　新町立図書館と六戸学園の校舎は、学園の生
徒・児童も利用できるようにつながっているが、

防犯対策は。
教育課長

AA 　学校とつながる部分は鍵をかけ、防犯カメラ
も設置し、防犯対策を整えています。

町立図書館

盛田嘉彦委員

QQ 　観光協会の新規事業は。

まちづくり推進課長

AA 　４月にフォトロゲイニングというイベントを
実施予定です。町内の名所、旧跡、飲食店、商

店をチェックポイントに設定し、写真を撮りながら巡
り歩きポイントを争う競技です。町をPRする良いイ
ベントになると期待しています。

観光事業

松橋一男委員

QQ 　小中学校５校が１校になることで、経費面で
のメリットは。

教育課長

AA 　光熱費等は大幅な増加はしない見込みです。
ただし、校舎が木造のため、火災保険はこれま

での校舎と比べ高くなる見込みです。

六戸学園の経費

高坂茂委員

QQ 　老人クラブの名称をシニアクラブへ変更して
は。

町長

AA 　変更可能なところは、検討し変えていきたい
と思います。

老人クラブの名称

長根一男委員

QQ 　町民バスの運行業務費が大幅に増えているが。

総務課長

AA 　町民バスは減便していますが、今年度よりス
クールバス運行分と町民バス運行分が計上され

ています
　また、民間業者に委託しているスクールバス２台分
は教育費で予算化しています。
■町民バス運行事業経費　１億4164万円

町民バスの運行

予
算
特
別
委
員
会

役場庁舎空調設備、
　役場庁舎ＬＥＤ化

下田敏美委員

QQ 　六戸学園生海外派遣事業の内容は。

教育課長

AA 　８月に米国メイン州キタリー町の生徒を受入
し、六戸学園の生徒たちと交流事業を行います。

海外派遣事業

5　ろくのへ議会だより　No.124 1933年のシカゴ万博で初めて共通テーマが設けられ、以降は
テーマ性が重視されるようになりました。

万博
トピックス
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一
般
質
問

小中５校廃校後の利活用は
公有財産取得処分等検討員会で検討 ― 町長

３
月
定
例
会
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問問　
旧
小
中
５
校
の
校
舎
の

今
後
の
予
定
と
土
地
利
用

は
。町

長
町
長　
令
和
４
年
４
月
に
策

定
し
た
六
戸
町
立
小
・

中
学
校
最
適
化
基
本
計
画
に
よ

る
と
、
六
戸
小
学
校
と
六
戸
中

学
校
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
将

来
校
舎
を
解
体
す
る
方
向
で
考

え
て
い
ま
す
が
、
解
体
に
係
る

費
用
の
財
源
確
保
の
問
題
や
、

国
補
助
金
と
地
方
債
借
入
で
整

備
し
た
校
舎
の
た
め
、
解
体
に

制
約
が
な
い
か
事
前
調
査
を
行

っ
た
上
で
、
具
体
的
な
時
期
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
解
体
後
の
土
地
利
用
は
、

未
利
用
財
産
と
し
て
維
持
管
理

経
費
が
継
続
す
る
た
め
、
公
有

財
産
取
得
処
分
等
検
討
委
員
会

で
有
効
活
用
の
方
法
を
検
討
し

杉
す ぎ

山
や ま

茂
し げ

夫
お

議員

て
い
き
ま
す
。

問問　
廃
校
後
の
施
設
の
利
活

用
は
。

町
長
町
長　
公
有
財
産
取
得
処
分

等
検
討
委
員
会
で
、
有

効
活
用
方
法
を
検
討
し
ま
す
が
、

旧
校
舎
に
使
用
中
の
備
品
な
ど

が
一
定
期
間
残
る
た
め
、
利
活

用
に
は
時
間
を
要
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
廃
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
部

活
動
も
含
め
子
供
た
ち
に
ど
う

い
う
使
い
方
が
で
き
る
の
か
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
状
態

で
、
利
活
用
に
活
か
す
形
が
ベ

ス
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

問問　
廃
校
後
の
管
理
の
担
当

課
は
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長　
旧
小
中
学
校

の
管
理
は
、
令

和
７
年
度
は
、
教
育
委
員
会
で

管
理
し
ま
す
。

問問　
廃
校
決
定
時
に
利
活
用

を
計
画
す
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長　
何
度
か
検
討

委
員
会
を
開
催

し
、
利
活
用
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
中
身
に
つ
い
て
は
、
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
７
年
度
中
に
、
そ
の
方

向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問問　
廃
校
施
設
の
備
品
の
取

り
扱
い
は
。

教
育
課
長

教
育
課
長　
机
や
椅
子
、
テ

レ
ビ
な
ど
六
戸
学

園
で
使
わ
な
い
備
品
は
旧
校
舎

に
残
す
予
定
で
す
。

町
長
町
長　
町
有
財
産
と
し
て
ル

ー
ル
を
定
め
、
町
民
の

方
々
へ
の
提
供
な
ど
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
図
書
館
の
利
活
用
は

ニ
ー
ズ
把
握
を
し
て
か
ら
検
討
―
町
長

問問　
絵
本
や
簡
易
用
具
、
遊

具
の
あ
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
創
設
し
、
子
育
て
世

帯
の
交
流
と
居
場
所
づ
く
り
を

す
る
考
え
は
。
ま
た
自
販
機
カ

フ
ェ
と
談
話
ス
ペ
ー
ス
の
町
民

サ
ロ
ン
と
し
て
、
町
民
同
士
の

交
流
と
生
徒
の
自
習
ス
ペ
ー
ス

や
、
家
庭
や
職
場
以
外
の
※
サ

ー
ド
・
プ
レ
イ
ス
の
考
え
は
。

※
サ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ス

　
自
宅
や
職
場
と
は
隔
離
さ
れ
た
、
第

3
の
居
場
所

町
長
町
長　
現
図
書
館
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
事

業
へ
の
利
用
や
行
政
組
織
体
制

の
見
直
し
に
よ
る
庁
舎
機
能
へ

の
利
用
な
ど
、
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
町

民
サ
ロ
ン
、
サ
ー
ド
・
プ
レ
イ

ス
な
ど
へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問問　
高
齢
者
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
よ
う

に
、
子
育
て
世
代
の
た
め
の
施

設
や
町
民
の
交
流
と
若
者
の
居

場
所
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

町
長
町
長　
私
の
政
策
で
次
代
の

子
供
を
育
て
る
六
戸
町

と
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
子
ど
も
課
等
も
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
拠
点
と
し
て
は
、
現
図
書
館

は
役
場
と
も
近
く
、
ゾ
ー
ン
的

に
充
実
す
る
の
で
、
カ
フ
ェ
ス

ペ
ー
ス
が
い
い
の
か
、
子
育
て

ゾ
ー
ン
が
い
い
の
か
廃
校
施
設

も
含
め
、
子
供
た
ち
の
居
場
所
、

町
民
た
ち
が
集
う
場
所
づ
く
り

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
総
合

的
に
町
内
の
施
設
を
活
用
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

旧
小
中
５
校
の
利
活
用
は
ど
う
な
る
か

電話やエスカレーター、缶詰など、今では当たり前の発明品も万博をきっかけに広まりました。万博
トピックス
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一
般
質
問

高
こ う

坂
さ か

　茂
しげる

議員

誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
一
般
質
問
し
た
議
員
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問問　
県
内
で
初
の
義
務
教
育

学
校
と
し
て
、
特
色
あ
る

学
園
を
目
指
す
た
め
の
指
針
は
。

町
長
町
長　
学
校
、
保
護
者
、
地

域
の
方
々
と
手
を
取
り

合
い
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
夢

や
希
望
、
志
の
実
現
に
向
け
て

挑
戦
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
そ
し
て
、
県
内
初
の
義

務
教
育
学
校
と
し
て
、
そ
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問問　
部
活
動
の
ス
ム
ー
ズ
な

地
域
移
行
の
考
え
方
は
。

町
長
町
長　
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活

動
に
励
ん
だ
子
供
た
ち

が
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
に
関
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
が
活
性
化
す
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
早
期
に
地
域
移
行
が
実
現

で
き
そ
う
な
も
の
、
そ
う
で
は

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
多
く
の
活
動
が
好
循

環
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
町
が
主
導
し
、
指
導
者

を
育
成
す
る
考
え
は
。

町
長
町
長　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
、

資
格
を
持
っ
た
形
で
指

導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
要
綱
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

人
選
に
加
え
、
教
育
の
意
味
で

も
、
指
導
者
の
育
成
に
は
、
支

援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当町の人口減少対策は
町民と対話を含め取り組む ― 町長

問問　
当
町
の
10
年
後
か
ら
20

年
後
の
人
口
予
想
は
。

町
長
町
長　
六
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
六
戸
町
総
合
戦
略

に
よ
れ
ば
、
10
年
後
の
２
０
３

５
年
の
人
口
予
想
は
、
９
２
３

８
人
、
２
０
４
５
年
に
は
、
８

３
３
６
人
。
令
和
７
年
１
月
末

の
住
基
人
口
の
１
０
５
３
２
人

と
比
較
す
る
と
、
10
年
後
に
約

１
千
人
、
20
年
後
に
は
約
２
千

人
が
減
少
す
る
推
測
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問問　
人
口
減
少
対
策
の
一
環

と
し
て
、
特
区
（
税
制
優

遇
等
）
を
設
け
る
考
え
は
。

町
長
町
長　
特
区
制
度
は
、
地
域

や
分
野
を
限
定
し
、
国

の
規
制
を
緩
和
す
る
な
ど
の
特

例
措
置
を
創
設
し
た
り
、
既
存

の
特
例
措
置
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
実
施
困
難

な
事
業
や
、
施
策
の
実
現
を
図

る
制
度
で
す
。
今
現
在
、
当
町

で
特
区
を
設
け
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
維
持
と
対
応
は
。

町
長
町
長　
近
年
、
町
内
会
へ
の

加
入
数
の
減
少
に
歯
止

め
が
き
か
な
い
状
況
で
す
。
対

策
と
し
て
、
各
町
内
会
の
代
表

者
を
集
め
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
、
モ
デ
ル
地
区
へ
の
活
性
化

支
援
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
材
の
育
成
な
ど
、
活
性
化

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
方
と
対
話
を
含

め
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
六
戸
町
は
、「
い
い
部

屋
ネ
ッ
ト
街
の
幸
福
度
＆

住
み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ

２
０
２
４
」
で
街
の
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
で
青
森
県
内
第
一
位

と
な
っ
た
、
そ
の
要
因
は
。

町
長
町
長　
災
害
が
少
な
く
、
温

暖
な
気
候
で
あ
る
こ
と
、

三
沢
、
十
和
田
、
八
戸
の
３
市

に
囲
ま
れ
、
生
活
し
や
す
い
地

域
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
駅
、

空
港
に
近
く
、
生
活
に
必
要
な

も
の
が
30
分
圏
内
で
、
全
て
揃

う
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ら
の
状

況
か
ら
、
住
み
や
す
い
土
地
と

評
価
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

六
戸
学
園
の
未
来
予
想
図
は

六
戸
の
未
来
を
創
る
人
材
の
育
成
―
町
長

人
口
減
少
は
今
後
さ
ら
に
加
速
す
る
見
込

日本が初めて万博に出展したのは1867年のパリ万博で、徳川幕府、薩摩藩、
佐賀藩が独自に参加しました。

万博
トピックス



　「オンデマンド交通サービス」とは予約型の乗り合い交通手段です。
　予約の内容に応じて運行時間やルートが決定するため、利用の方の希望に近い条件で乗車することが
できます。事前に予約し、予約のあった停留所から目的地まで送迎してくれます。

オンデマンド交通サービスイメージ
利用者からの予約を受けて運行する、乗合交通手段です。

乗車
乗車

降車

目的地１目的地２

車両

最短ルートで移動

降車

令和７年５月２日発行　8

一
般
質
問問問　

六
戸
学
園
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
使
用
す
る
た
め
、

町
民
バ
ス
の
便
数
が
減
便
さ
れ

る
。
地
域
の
交
通
格
差
を
減
ら

し
、
町
民
の
誰
も
が
快
適
か
つ

効
率
的
に
移
動
で
き
る
環
境
を

町
が
提
供
す
る
た
め
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
は
。

町
長
町
長　
当
町
の
町
民
バ
ス
は
、

利
用
者
数
の
減
少
や
維

持
費
の
増
大
な
ど
見
直
し
の
時

期
に
き
て
お
り
、
デ
マ
ン
ド
型

交
通
も
含
め
地
域
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
交
通
手
段
が
適
当
な
の
か

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

オンデマンド交通を実施しては
ニーズを把握し検討 ― 町長

山
や ま

本
も と

　実
みのる

議員

定
例
会
の

お
知
ら
せ
が
良
か
っ
た

　
ア
プ
リ
で
定
例
会
の
お
知
ら
せ
が
さ

れ
て
分
か
り
や
す
く
、
良
い
活
用
だ
と

思
い
ま
し
た
。
町
内
小
中
５
校
の
活
用

方
法
、
町
長
の
説
明
が
良
い
と
思
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
（
女
性　
60
代
）

　
今
後
も
ア
プ
リ
で
通
知
で
き
る
よ
う

に
い
た
し
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

一
般
質
問
に
つ
い
て

　
一
般
質
問
者
の
二
名
が
欠
席
。
残
念
。

（
男
性　
70
代
）

　
一
般
質
問
が
単
調
で
退
屈
。
も
っ
と

ま
と
め
て
短
時
間
で
質
問
し
て
欲
し
い
。

（
性
別　
年
代
不
明
）

　
返
答
が
一
般
的
な
返
答
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
た
。　
　
　
（
男
性　
60
代
）

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
議
員
全
員
で
回

覧
い
た
し
ま
し
た
。
真
摯
に
受
け
止
め

努
力
い
た
し
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

傍聴席からひとこと

日本で初めて開催された万博は1970年の大阪万博で、歩く歩道、携帯電話などの最先端技術
が披露されました。特に歩く歩道は大人気で、会場内の移動手段として話題になりました。

万博
トピックス
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審議した議案の 否賛
議　案　名

採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

専 決 処 分 令和6年度一般会計補正予算（第７号）（1億1265万円を増額補正）

全
員
賛
成

承
認

３
月
６
日

条　　　例

刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例（刑法等の一部を改正
する法律及び、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律の施行
に伴う、所要の改正）

可　
　
決

六戸町課設置条例の一部を改正する条例（令和7年4月1日より新たに介護高齢課を設置するた
め改正）

六戸町議会委員会条例の一部を改正する条例（介護高齢課の設置に伴う関係条例の一部改正）

六戸町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例（行政手続きにおける特定
の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を改正する法律の公布に伴う改正）
六戸町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例（デジタル手続法が適用されない条例等
に基づく手続き等において、デジタルによる手続きを行うことができるよう整備するもの）
六戸町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（青森県人事委員会からの職員の給与等
に関する報告及び勧告に準拠し、職員の給料月額や扶養手当、通勤手当、管理職員特別勤務手当の
額等を改定し、定年前再任用短時間勤務職員に住居手当、寒冷地手当を支給する他、所要の整備）

六戸町立図書館設置条例の一部を改正する条例（令和7年6月1日開設の六戸町立図書館の開館
に伴い、住所を変更するほか所要の改正）

令和6年度
補 正 予 算

一般会計補正予算（第８号）（7億1069万円を減額補正）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）（49万円を増額補正）

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）（23万円を増額補正）

下水道事業会計補正予算（第３号）（資本的収入1千万円増額補正、資本的支出1180万円を増額補正）

令和７年度
予　　　算

一般会計予算（77億1300万円。前年度より58億800万円減）

国民健康保険事業特別会計予算（12億3289万円。前年度より5219万円減）

介護保険事業特別会計予算（14億2910万円。前年度より1680万円減）

後期高齢者医療特別会計予算（1億6357万円。前年度より372万円減）

国民健康保険診療所事業特別会計予算（3億7133万円。前年度より44万円増）

下水道事業会計予算（収益的支出と資本的支出の合計額10億9001万円。前年度より1972万円増）

人　　　事
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（佐藤徳衛氏=舘野、新任）

適
任

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（岡田利子氏=高舘、新任）

議 員 発 議 六戸町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例案（特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律の改正に対応するとともに、所定の規定の整備）

可
決

第１回定例会（開会　令和７年２月28日）

審
議
し
た
議
案
の
賛
否

日本ではこれまで５回の万博が開催され、2025年の大阪・関西万博で6回目となります。万博
トピックス



３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

令和７年５月２日発行　10

専
決
予
算

◇
一
般
会
計
１
億
１
２
６
５
万
円

を
増
額

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
で

は
、
歳
入
・
歳
出
に
１
億
１
２
６

５
万
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
１

４
２
億
６
５
４
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援

事
業
補
助
金　
２
３
２
０
万
円

▽
福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
金
（
障

害
者
等
で
住
民
税
所
得
割
の
非

課
税
世
帯
に
７
千
円
を
支
給
）

２
４
１
万
円

▽
低
所
得
者
世
帯
等
支
援
臨
時
給

付
金
（
非
課
税
世
帯
に
３
万
円

等
を
支
給
）　

４
４
６
８
万
円

質

疑

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

問　
杉
山
茂
夫
議
員

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援

事
業
の
内
容
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
今
回
の
販
売
日
は
４
月
20
日
、

１
セ
ッ
ト
の
価
格
は
５
千
円
、
プ

レ
ミ
ア
ム
額
を
２
５
０
０
円
と
し

て
い
ま
す
。

　
１
世
帯
４
セ
ッ
ト（
２
万
円
分
）

ま
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
７
億
１
０
６
９
万
円

を
減
額

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
で

は
、
歳
入
・
歳
出
か
ら
７
億
１
０

６
９
万
円
を
減
額
補
正
し
、
総
額

１
３
５
億
５
４
７
２
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
事
業
費
等
の
確
定
や
見
込
額
の

精
査
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
が
主

な
も
の
で
す
。

条
例
改
正

◇
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　
「
介
護
高
齢
課
」
を
新
設

　
こ
れ
ま
で
福
祉
課
内
で
行
っ
て

い
た
介
護
保
険
業
務
、
地
域
包
括

支
援
業
務
、
高
齢
者
福
祉
業
務
を

所
管
事
務
と
し
た
、
介
護
高
齢
課

を
令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
新
設

し
ま
す
。

　
高
齢
者
支
援
対
策
を
強
化
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
効
果
的
な
対

応
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

▽
介
護
高
齢
課

・
住
所

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

後
田
19
番
地
１

・
電
話

　
０
１
７
６
―
27
―
６
６
８
８

◇
六
戸
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る
条

例
　
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
が
適
用
さ
れ

な
い
条
例
等
に
基
づ
く
手
続
等
に

お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
手
続

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
新
た

に
制
定
し
ま
す
。

　
行
政
手
続
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

行
え
る
よ
う
に
な
り
、
町
民
の
利

便
性
の
向
上
や
行
政
運
営
の
簡
素

化
、
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

質

疑

問　
高
坂
茂
議
員

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
対
象
と
な
る
行

政
手
続
き
は
。

答
　
総
務
課
長

　
児
童
手
当
や
介
護
保
険
関
係
の

届
出
や
申
請
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
申
込
み
、
犬
の
登
録
申
請
な

ど
で
す
。
今
後
環
境
が
整
え
ば
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
、
住
民

が
い
つ
で
も
申
請
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

◇
六
戸
町
立
図
書
館
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正

　
令
和
７
年
６
月
１
日
の
六
戸
町

立
図
書
館
開
館
に
伴
い
、
位
置
と

現
行
図
書
館
法
に
合
わ
せ
た
内
容

に
改
正
し
ま
す
。

▽
図
書
館
住
所

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

坪
毛
沢
25
番
地
１
６
３

完成した義務教育学校　六戸学園、隣には町立図書館が併設されている

地域包括支援センター内に設置された介護高齢課

3月月
定
例
会

定
例
会
でで
決
ま
っ
た
こ
と

決
ま
っ
た
こ
と

2025年の大阪・関西万博には、158の国と地域、７つの国際機関が参加しています。
これは過去の日本開催万博の中でも最大規模となっています。

万博
トピックス
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議
員
活
動
レ
ポ
ー
ト
・
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

50
年
ぶ
り
の
再
会

　

３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

３
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

私
も
昭
和

私
も
昭
和
5050
年年
33
月月
11
日
に
三
沢

日
に
三
沢

高
校
を
卒
業
し
て
、
就
農
し
、
仲

高
校
を
卒
業
し
て
、
就
農
し
、
仲

間
は
進
学
・
就
職
と
別
々
の
道
を

間
は
進
学
・
就
職
と
別
々
の
道
を

歩
み
ま
し
た
。

歩
み
ま
し
た
。

　

卒
業
か
ら

　

卒
業
か
ら
5050
年
が
経
ち
、
当
時

年
が
経
ち
、
当
時

の
学
級
委
員
長
に
同
級
会
を
や
ろ

の
学
級
委
員
長
に
同
級
会
を
や
ろ

う
よ
と
声
を
掛
け
て
、
久
し
ぶ
り

う
よ
と
声
を
掛
け
て
、
久
し
ぶ
り

の
同
級
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま

の
同
級
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
連
絡
の
つ
く
人
だ
け
で
開

し
た
。
連
絡
の
つ
く
人
だ
け
で
開

い
た
た
め
、

い
た
た
め
、
1212
名
の
参
加
で
し
た

名
の
参
加
で
し
た

が
、
が
、
5050
年
ぶ
り
の
再
会
が
２
名
お

年
ぶ
り
の
再
会
が
２
名
お

り
、
二
次
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

り
、
二
次
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
み
、
夜
遅
く
ま
で
近
況
を
報
告

し
み
、
夜
遅
く
ま
で
近
況
を
報
告

し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
名
の

し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
名
の

方
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
聞
き
、

方
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
聞
き
、

私
達
も
年
を
取
っ
た
な
と
感
じ
ま

私
達
も
年
を
取
っ
た
な
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
同
級
生
に
会

し
た
。
そ
れ
で
も
、
同
級
生
に
会

う
と
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
高
校

う
と
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
高
校

時
代
に
戻
っ
た
気
が
す
る
と
、
み

時
代
に
戻
っ
た
気
が
す
る
と
、
み

ん
な
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。

ん
な
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、

　

来
年
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、

元
気
に
古
稀
の
祝
い
を
同
級
会
で

元
気
に
古
稀
の
祝
い
を
同
級
会
で

や
ろ
う
と
別
れ
ま
し
た
。

や
ろ
う
と
別
れ
ま
し
た
。

広
報
委
員　

長
根
一
男

広
報
委
員　

長
根
一
男

広
報
委
員
の

　令和７年１月2４日、所管事務調査の一環として、ま
ちづくり推進課所管８事業について聞き取りを行いま
した。
１．定住促進事業は、新築住宅への補助事業と若者へ
のアパート補助があります。令和元年度から６年度
まで150世帯、412名の人口増につながっています。
２．創業支援事業は、まちの機能を衰退させないため
に、町内で商業事業者が創業できるような後押しが
必要ということで始めた事業です。令和６年４月か
ら事業を始め、令和６年７月に第１号となるラーメ
ン店が折茂地区で営業を始めています。現在、小松
ケ丘地区に第２号採択となった薬局が創業を予定し
ています。
３．ふるさと納税事業は、令和６年12月末で3736万円
の寄附となっていて、寄附総額は好調を維持してい
ます。主な返礼品は星野リゾート青森屋の宿泊ギフ
ト券で約７割を占めています。
　　課題としては、返礼品の商品が少ないことや、出
荷対応できる農家が少ないことがあげられます。

４．まちづくり町民活動支援事業は、町民の活力と交
流につなげる自律的な取り組みに対して、上限50万
円（対象経費の４／５）の補助を行うものです。
５．企業立地促進事業は、金矢工業団地の分譲を県と
共同で行い、まちづくり推進課の職員も一緒に売り
込みを行っています。
６．地域（町内会）活性化事業は、町内会への加入減少
や、役員のなり手不足など、いまだに解決策がみつ
からない状況に対し、地域コミュニティーの維持を
テーマにしたセミナーや地域の活性化を支援してい
ます。
７．各種イベント事業では、７月にサマーフェスタ、
９月は秋まつり、11月はメイプルタウンフェスタと
大きな事業を３つ行っています。
８．六戸ブランド推進事業は、町内外の方々に六戸町
を知ってもらう事業で、特産品のPRと販路拡大、
特産品の開発支援を行っています。

　委員の中からは、舘野公園や道の駅の有効活動、ふ
るさと納税の返礼品の開発などに取り組むよう意見が
ありました。　　　　　　　　　（委員長　長根一男）

産業民生常任委員会

　六戸町議会は、2014年に町民参加・開かれた議
会・活発な討議を目標に議会基本条例を制定して以来、
議会報告会や町民との意見交換会を開催してきました。

しかし、2019年の新型コロナウイルスで頓挫、2022
年に六戸高校生模擬議会を開催できましたが、より活
発な議会改革を推進するため三戸町議会を視察研修し
ました。
　三戸町議会は、数年前に当町の議会改革の取り組み
を視察研修に来た議会ですが、最近では議会活動実行
計画の策定と議員間討議や議会基本条例の検証等、よ
り活発に議会改革を推し進めています。
　当議会も今定例会の予算審議において、より積極的
な論点で議員間討議を行い、令和７年度予算の深堀を
試みた次第です。今後も一歩一歩、進化する議会であ
りたいと思います。　　　　　　　　　　（杉山茂夫）

2/7 ・三戸町議会　視察研修

三
戸
町
議
会
の
皆
さ
ん
と

2025年大阪・関西万博は「いのち輝く未来社会のデザイン」がテーマとなっています。
万博は、時代ごとの技術革新や社会の変化を映し出す国際的なイベントです。

万博
トピックス



　

９
月
定
例
会
に
お
け
る
町

長
の
議
案
上
程
に
お
い
て
、

今
回
の
決
算
議
会
が
最
後
に

な
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
、
そ
の
真
意
は
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
一
般
質
問

の
中
で
の
次
期
の
進
退
を
明

か
し
て
い
く
の
が
通
例
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
こ
そ

青
天
の
霹
靂
と
い
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

吉
田
町
長
の
足
跡
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
令

和
７
年
度
開
校
の
六
戸
義
務

教
育
学
校
の
建
設
事
業
が
最

大
の
功
労
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
１
月
の
町
長
選
が

ど
の
よ
う
に
な
る
か
町
民
の

興
味
が
尽
き
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。広

報
委
員　
高
坂　
茂

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

副
委
員
長　
松
　
村
　
英
　
子

委　
　
員　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

長
　
根
　
一
　
男

杉
　
山
　
茂
　
夫

高
　
坂
　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　
長　
下
　
田
　
敏
　
美

編
集
後
記
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六
戸
学
園
開
校

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
御
努

力
と
御
協
力
の
元
、
六
戸
学

園
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

六
戸
町
の
大
切
な
人
材
、

希
望
と
夢
、
誇
り
を
持
っ
て

新
校
舎
へ
足
を
運
ぶ
子
ど
も

た
ち
。

　

学
校
が
楽
し
い
‼
た
く
さ

ん
の
友
だ
ち
が
で
き
た
‼

　
こ
の
学
校
で
よ
か
っ
た
‼

　

そ
う
思
え
る
居
場
所
に
な

る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
校
舎

を
見
つ
め
て
お
り
ま
す
。

広
報
委
員　
松
村
英
子

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

副
委
員
長　
松
　
村
　
英
　
子

委　
　
員
　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

長
　
根
　
一
　
男

杉
　
山
　
茂
　
夫

高
　
坂
　
　
　
茂

発
行
責
任
者

議　
　
長
　
下
　
田
　
敏
　
美

編
集
後
記

時
代
に
合
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
六
戸
学
園
を
開
校
す
る
に

あ
た
り
、
開
校
準
備
委
員
会

が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
委
員
に
町
内
小
・
中
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
入
り
、

学
校
の
仕
組
み
や
決
ま
り
事

を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
来
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意
団

体
で
あ
り
、
そ
の
入
退
会
も

会
員
が
決
め
る
べ
き
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で

の
小
・
中
学
校
で
は
、
自
分

の
子
ど
も
が
入
学
す
る
の
と

同
時
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
保
護
者
全

員
が
加
入
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
運
営
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
た
め
、
開
校
準
備
委

員
会
で
は
、
時
代
に
合
わ
せ

た
組
織
運
営
が
で
き
る
よ
う

任
意
加
入
に
す
る
こ
と
に
決

め
、
学
園
が
開
校
す
る
前
の
、

新
２
～
８
年
生
の
保
護
者
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
入
の
意
向
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

初
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
入
の
意
向
確
認

を
行
っ
た
結
果
、
加
入
率
は

６
割
程
度
と
な
り
ま
し
た
。

今
の
保
護
者
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対

し
て
の
関
心
が
低
い
こ
と
の

表
れ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
開
校
準
備
委
員
会
で
話
し

合
い
を
重
ね
る
中
で
、
初
代

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
各
学
校
の
中

か
ら
立
候
補
者
を
募
り
、
投

票
で
選
出
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
私
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
代
表

で
す
が
、
会
員
で
は
な
い
保

護
者
の
意
見
も
学
園
へ
伝
え

活
動
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い

う
枠
組
み
も
見
直
し
、
保
護

者
全
員
が
子
ど
も
た
ち
を
支

今回は六戸学園初代
ＰＴＡ会長となった
山内一哉さんです。

え
る
学
園
の
応
援
団
の
よ
う

な
組
織
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

六
戸
学
園
に
つ
い
て

　
普
通
の
義
務
教
育
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も
自
身
で
考

え
る
力
を
伸
ば
せ
る
場
所
、

子
ど
も
達
が
地
元
六
戸
町
に

誇
り
を
持
ち
、
町
外
に
行
っ

た
と
き
に
六
戸
町
に
つ
い
て

自
信
を
持
っ
て
発
言
で
き
る

よ
う
な
郷
土
愛
を
育
め
る
場

所
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
の

人
々
と
連
携
し
た
学
習
の
場

な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。六戸学園入学式であいさつをする

山内ＰＴＡ会長

聞
き
手
　
杉
山 

茂
夫

盛
田 

嘉
彦

（

）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
…
六
戸
小
・
中
学
校
卒
業
。
大
学
卒
業
後
、

六
戸
町
役
場
で
21
年
間
行
政
職
員
と
し
て
従
事
、
産
業
課
に

在
職
中
、
農
業
者
が
い
き
い
き
と
働
い
て
い
る
の
を
み
て
、

こ
う
い
っ
た
働
き
方
が
あ
る
と
刺
激
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
自
分
も
い
つ
か
は
農
業
を
し
た
い
と
思
っ
た
。
当

時
は
安
定
し
た
職
を
辞
め
る
こ
と
に
家
族
か
ら
反
対
を
受
け

た
が
、
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
た
た
め
令
和
４
年
に
役
場
を

退
職
。
現
在
は
自
営
で
農
業
を
営
む
。

　
昭
和
53
年
生
ま
れ
46
歳
。
上
吉
田
地
区
在
住
。
両
親
、
妻
、

子
３
人
の
７
人
暮
ら
し
。
趣
味
は
釣
り
、
ド
ラ
マ
鑑
賞
。

山や
ま
　
う
ち内　

一か
ず

哉や

さ
ん


